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新
年
を
、
同
窓
生
の
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
に
幸
多
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、平
素
よ
り
同
窓
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
会
則
改
正
は
、
役
員
の

ご
苦
労
に
よ
り
平
成
29
年
度
代
議
員
会
に
上
程
し
、

承
認
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
新
会
則
は
平
成
30
年
4
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
支
部
会
則
は
関
連
す
る
事

項
の
改
正
が
生
じ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

正
会
員
（
会
費
納
入
者
）
を
増
や
す
に
は
、
同
窓

会
の
運
営
が
各
学
科
の
卒
業
生
の
意
向
を
十
分
に
反

映
し
、
し
っ
か
り
し
た
基
盤
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ

謹
賀
新
年

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

中
　
條
　
眞
二
郎

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
従
来
活
動
し
て
い
る
都
道
府
県
各
支

部
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
、
偏
る
こ
と
の
な

い
各
学
科
の
多
く
の
同
窓
生
が
参
加
す
る
こ
と
が
支

部
活
動
を
盛
ん
に
し
ま
す
。
支
部
と
本
部
の
連
携
強

化
に
よ
り
全
学
科
の
意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ
風
通
し

の
良
い
、盤
石
な
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、同

期
会
、
研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
会
、
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
Ｏ
Ｂ

会
、
卒
業
後
の
職
場
な
ど
は
、
ミ
ニ
同
窓
会
と
取
れ

ま
す
。
各
々
の
集
会
は
特
定
の
人
達
と
親
交
を
保
つ

役
割
上
、大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
部
同
窓
会
の
目
的
は
、
①
会
員
相
互
の
親
睦
、

②
学
術
交
流
、
③
母
校
発
展
に
寄
与
、
こ
の
目
的
は

他
大
学
の
同
窓
会
と
遜
色
な
く
、
こ
の
目
的
を
達
成

さ
せ
る
に
は
、
大
学
の
特
色
な
ど
も
配
慮
し
て
、
適

宜
の
判
断
で
事
業
活
動
を
目
指
す
努
力
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
学
科
同
窓
生
の
先
輩
・
後
輩
・

同
僚
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
は
、
学
科
同
窓
会

等
も
現
況
に
合
わ
せ
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
は
懇
親
を
深
め
る
目
的
の
達

成
に
繋
が
る
会
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か

し
目
的
の
②
と
③
は
本
部
同
窓
会
の
事
業
と
し
て
、

世
代
が
代
わ
っ
て
も
継
続
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
遂
行
は
、
同
窓
会

本
部
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

半
世
紀
に
お
け
る
同
窓
生
数
の
内
訳
は
、
応
用
生

命
科
学
部
の
動
物
科
学
科
と
食
品
科
学
科
を
合
せ
て

約
六
千
名
を
超
え
ま
し
た
。
一
方
、
獣
医
学
科
と
獣

医
保
健
看
護
学
科
を
合
わ
せ
て
も
約
五
千
名
弱
で

す
。
応
用
生
命
科
学
部
同
窓
生
数
が
多
く
な
っ
た
こ

と
が
お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
応
用
生
命
科

学
部
の
昭
和
40
年
代
に
卒
業
さ
れ
た
方
の
年
齢
は
70

歳
を
過
ぎ
ま
す
。
年
配
者
の
方
々
も
含
め
、
同
窓
会

の
運
営
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、
永
年
に
亘
る
会
員

数
の
増
加
の
願
い
が
叶
い
、
同
窓
会
の
発
展
と
大
学

に
対
す
る
強
力
な
支
援
団
体
と
な
り
ま
す
。
少
子
化

に
よ
る
受
験
生
減
少
、
獣
医
界
に
と
っ
て
ネ
ガ
チ
ブ

の
イ
メ
ー
ジ
を
世
相
に
植
え
つ
け
た
加
計
学
園
獣
医

学
部
の
設
置
認
可
な
ど
、
今
後
の
予
期
し
な
い
諸
問

題
に
対
し
て
、
微
力
で
も
対
処
、
支
援
で
き
る
同
窓

会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
窓
生
は
年
々
約
四
百
名
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
い

事
業
収
支
も
増
え
ま
す
。
同
窓
会
は
、
親
睦
団
体
で

会
員
皆
様
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
ご
理
解
頂
き
た
い
の
は
、
同
窓
会
の
予
算
は

入
会
金
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
会
費

納
入
の
免
除
者
も
年
齢
を
80
歳
と
引
き
上
げ
さ
せ
た

頂
ま
し
た
。
年
々
母
校
に
関
心
深
い
同
窓
生
が
加
齢

の
為
ご
逝
去
さ
れ
、
若
い
会
員
の
方
々
は
母
校
を
向

い
て
く
れ
な
い
し
、
悩
み
は
解
消
で
き
ま
せ
ん
。
現

状
で
年
配
者
に
頼
り
申
し
訳
な
い
こ
と
で
す
が
、
い

か
に
会
費
納
入
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
全

学
科
同
窓
生
に
よ
る
運
営
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

こ
の
難
題
を
会
員
皆
様
と
熟
考
し
た
い
と
思
い
ま

す
。将
来
の
同
窓
会
へ
の
命
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

早
期
に
会
費
納
入
者
を
増
し
て
、
入
会
金
に
依
存
し

な
い
予
算
と
な
る
よ
う
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
の
喩
通
り
で
す
。

対
策
は
会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奇
し
く
も
会
則
改
正
に
合
わ
せ
て
、
動
物
科
学
科

70
周
年
、
食
品
科
学
科
50
周
年
の
式
典
と
祝
賀
会
が

平
成
29
年
11
月
11
日
に
本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
学
科
同
窓
生
、
来
賓
・
同
窓
会
役
員
、
大
学
教
職

員
な
ど
多
数
の
参
加
で
盛
会
裡
に
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

動
物
科
学
科
は
、
昭
和
22
年
に
畜
産
学
科
と
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
間
も
な
い
困

窮
な
時
代
で
、
受
験
生
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
ず
休

眠
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
43
年
に
経
営
畜

産
学
科
と
し
て
再
設
さ
れ
、
平
成
13
年
に
動
物
科
学

科
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
品
科
学
科
は
、
昭
和
42
年
に
畜
産
食
品
工
学
科

と
し
て
新
設
さ
れ
、
平
成
12
年
に
食
品
科
学
科
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
学
科
は
、
職
域
が
限
定
さ
れ
ず
広
域
の
分
野
で

社
会
貢
献
を
し
て
い
る
学
科
で
、
卒
業
生
の
皆
様
が

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。

　

卒
業
後
、
定
年
を
終
え
ら
れ
た
方
、
現
役
バ
リ
バ

リ
の
方
、
一
同
に
会
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
楽
し
い
ひ

と
時
と
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
を
語
る
ひ
と
時
を
過

ご
せ
る
会
に
な
る
と
確
信
し
、
大
学
関
係
者
に
働
き

か
け
も
し
ま
し
た
。
当
日
参
加
さ
れ
た
同
窓
生
は
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
楽
し
そ
う
に
歓

談
し
雰
囲
気
は
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
熱
気
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
同
窓
会
発
展

の
た
め
、
両
学
科
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
の
程
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
歴
史
に
も
残
る
素
晴
ら
し
い
式
典
と
祝

賀
会
開
催
に
あ
た
り
お
骨
折
り
賜
り
ま
し
た
大
学
関

係
者
に
対
し
、
参
加
者
に
変
わ
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
同
窓
生
皆
様
の
母
校
愛
を
信
じ
、
同
窓
会

を
温
か
く
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
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平
成
29
年
度
秋
の
叙
勲
で
教
育
研
究
功
労
に
対

し
、
瑞
宝
中
綬
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

池
本　

卯
典
（
い
け
も
と　

し
げ
の
り
）　

昭
和
4

年
12
月
28
日
生

専
門
分
野
は
法
医
学
、
人
類
遺
伝
学

池
本
名
誉
学
長
が
瑞
宝
章
を
受
章

　

平
成
29
年
7
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
、
会

長
、
副
会
長
3
名
、
理
事
27
名
、
監
事
3
名
が
出
席

し
、
母
校
第
一
会
議
室
に
お
い
て
同
窓
会
理
事
・
監

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
條
同
窓
会
長
が
議
長
と
な

り
、
代
議
員
会
へ
上
程
さ
れ
る
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
了
承
が
得
ら
れ
た
。

　

同
日
、
午
後
1
時
よ
り
、
母
校
Ｅ
棟
第
１
１
１
講

義
室
に
お
い
て
平
成
29
年
度
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
中
條
会
長
、
鈴
木
顧
問
、
副
会
長
3
名
、
理
事

27
名
、
監
事
3
名
、
代
議
員
48
名
、
支
部
代
表
6
名

の
出
席
が
あ
っ
た
。

　

開
始
前
に
こ
の
一
年
間
に
逝
去
さ
れ
た
同
窓
生
へ

の
黙
祷
が
な
さ
れ
た
後
、
吉
田
常
務
理
事
の
司
会
に

よ
り
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

　

会
長
お
よ
び
来
賓
の
挨
拶
（
概
要
）
は
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。

中
條　

眞
二
郎
会
長

　

九
州
地
方
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

28
年
度
に
池
本
学
長
か
ら
阿
久
澤
新
学
長
に
代
わ
り

ま
し
た
。
新
学
長
へ
の
期
待
は
、
同
窓
会
と
し
て
も

非
常
に
大
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
17
年
間
お
勤
め
に

な
り
ま
し
た
池
本
前
学
長
の
ご
功
績
に
対
し
て
同
窓

会
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
年
11
月
に
応
用
科
学
部
の
動
物
科
学
科
の
70
周

年
と
、
食
品
科
学
科
の
50
周
年
式
典
を
同
窓
会
が
全

面
的
な
協
力
を
し
て
行
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
則
は
昭
和
45
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

獣
医
学
科
同
窓
生
主
導
の
会
則
と
い
う
感
が
否
め
ま

せ
ん
。現
在
、獣
医
学
科
以
外
の
同
窓
生
が
、本
会
へ
参

加
し
活
躍
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。そ
し
て
会

費
納
入
者
数
を
如
何
に
し
て
上
げ
る
か
。こ
の
2
点

が
同
窓
会
の
大
き
な
命
題
か
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う

こ
と
も
踏
ま
え
て
新
会
則
を
作
成
致
し
ま
し
た
の
で
、

会
則
改
正
案
の
ご
審
議
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学　

坂
本　

篤
裕
理
事
長

　

法
人
は
従
来
の
方
針
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
、
3

つ
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
１
点
は
、分
か
り
や
す
く
リ
ス
ク
オ
フ
し
て
い

く
。大
学
の
法
人
で
何
が
起
き
て
い
る
か
、獣
医
大
学

に
何
を
認
可
し
、何
を
否
認
可
し
た
か
を
把
握
す
る
。

　

第
2
点
は
、
法
人
の
一
部
で
大
事
な
こ
と
を
決
め

る
の
で
は
な
く
、
大
学
の
幹
部
そ
し
て
事
務
職
が
一

体
と
な
っ
て
決
め
て
い
く
。

　

第
3
点
は
、財
務
が
非
常
に
苦
し
い
状
況
で
す
が
、

人
員
の
削
減
等
に
走
ら
な
い
で
、
収
益
性
を
全
て
の

部
署
で
上
げ
る
。

　

法
人
が
日
獣
大
に
負
担
を
か
け
て
い
な
い
が
リ
ス

主
要
経
歴

昭
和
29
年
3
月　

専
修
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

昭
和
29
年
5
月　

地
方
警
察
科
学
捜
査
研
究
所
勤
務

昭
和
34
年
3
月　

 

日
本
獣
医
畜
産
大
学
獣
医
畜
産
学

部
獣
医
学
科
卒
業
（
獣
医
7
期
）

昭
和
34
年
4
月　

 

警
察
科
学
研
究
所
科
学
捜
査
部
法

医
学
研
究
室
勤
務

昭
和
49
年
8
月　

自
治
医
科
大
学
医
学
部
勤
務

平
成
7
年
7
月　

 

自
治
医
科
大
学
名
誉
教
授
（
現
在

に
至
る
）

平
成
11
年
10
月　

 

日
本
獣
医
畜
産
大
学
学
長
に
就
任

（
平
成
28
年
9
月
ま
で
）

平
成
28
年
10
月　

 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
名
誉
学

長
（
現
在
に
至
る
）

　

平
成
29
年
11
月
30
日
、
同
窓
会
役
員
数
名
が
授
章

の
お
祝
い
に
訪
問
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
理
事
会
・

監
事
会
お
よ
び
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
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ク
オ
フ
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
阿
久
澤
学
長
に

も
中
長
期
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
法
人
で
は
、
今
ま
で
獣
医
大
が
財
政
面

で
行
っ
て
き
た
実
績
に
対
し
、
そ
の
ま
ま
還
元
し
、

中
長
期
計
画
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

今
ま
で
、
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
懸
案
事
項
は
、

一
つ
ず
つ
片
付
け
て
い
く
方
針
を
取
っ
て
い
ま
す
。

特
に
同
窓
生
の
方
々
に
は
、
財
政
的
に
も
、
事
務
的

に
も
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
法
人
を
挙
げ
て
、
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
着

実
な
発
展
が
で
き
る
よ
う
に
確
実
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
皆
様
方
も
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

阿
久
澤　

良
造　

学
長

　

私
は
１
９
７
１
年
、
大
学
22
期
畜
産
食
品
工
学
科

卒
業
生
で
す
。
小
岩
井
乳
業
に
就
職
後
、
本
学
の
畜

産
食
品
工
学
科
の
乳
学
教
室
の
助
手
と
し
て
採
用
い

た
だ
き
、
昨
年
3
月
定
年
退
職
を
致
し
ま
し
た
。
昨

年
10
月
よ
り
、
本
職
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
実
力

を
備
え
た
大
学
で
あ
り
ま
す
。
更
に
発
展
し
て
い
く

た
め
、中
長
期
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
長
期
の
目
標
計
画
は
２
０
０
０
年
に

入
り
文
科
省
よ
り
大
学
運
営
に
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
本
学
で
は
、「
愛
と
科
学
」
に
基
づ
く
大
学
改

革
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、
多
様
性
を
理
解
し
個

を
磨
く
大
学
へ
と
、
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
5
つ
の
重
点
項
目
を
軸
に
展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ

で
す
。
5
つ
の
重
点
項
目
で
す
が
、
1
つ
目
は
、
大

学
改
革
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
中
長
期
計
画
の

策
定
。
2
つ
目
は
、
教
育
の
質
保
証
及
び
向
上
な
ら

び
に
多
様
で
特
色
あ
る
教
育
の
推
進
。
3
つ
目
は
、

戦
略
的
・
独
創
的
な
研
究
及
び
4
学
科
連
携
に
よ
る

共
同
研
究
の
推
進
。
4
つ
目
は
、
学
生
を
中
心
と
し

た
体
制
の
整
備
。
5
つ
目
は
、
教
育
力
・
職
員
力
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。中
長
期
計
画
策
定
、

そ
し
て
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
今
年
度
教
職
員
が
動

き
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
は
在
学
生
そ
し
て

同
窓
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
を
共
有
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
そ
の
進
捗
を
発

表
し
、
改
革
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
何
卒
、
今
後

と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
長
選
出　

出
席
代
議
員
の
中
か
ら
立
候
補
者
を

募
っ
た
が
、
立
候
補
者
が
い
な
い
た
め
理
事
会
で
推

薦
さ
れ
た
議
長
候
補
を
中
條
会
長
が
紹
介
し
た
。
熊

本
県
代
議
員　

福
岡　

周
孝
氏
と
広
島
県
代
議
員　

宮
本　

榮
作
氏
の
二
名
。

―
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
―

　

書
記
は
、
事
務
局
よ
り
お
願
い
し
た
長
谷
川　

薫

さ
ん
（
母
校
獣
医
保
健
看
護
学
科
4
年
）

　

議
事
録
署
名
人
に
は
、
事
務
局
よ
り
大
学
支
部
の

左
向　

敏
紀
氏
と
小
田　

民
美
氏
が
推
薦
さ
れ
た
。

―
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
―

　

こ
こ
で
、
議
長
団
が
議
長
席
に
移
動
し
、
本
日
の

出
席
者
数
を
事
務
局
よ
り
報
告
を
受
け
、
代
議
員
会

の
成
立
を
確
認
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

第
1
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

議
長　

第
１
号
議
案
は
荻
野
総
務
担
当
理
事
よ
り
説

明
を
願
う
。

　

平
成
28
年
度
代
議
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
役
員
改

正
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
こ
の
一
年
間
事
業
遂
行
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
代
議
員
会
開
催
後
、
大
学

で
は
池
本
卯
典
学
長
か
ら
阿
久
澤
良
造
新
学
長
に
交

代
し
ま
し
た
。
新
学
長
に
は
更
な
る
母
校
の
発
展
に

尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、
同
窓
会
と
し
ま
し

て
は
、
変
わ
ら
ず
協
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

同
窓
会
室
は
施
設
の
改
装
設
備
が
済
み
、
事
務
作

業
の
効
率
が
向
上
し
ま
し
た
。
同
窓
生
に
は
、
大
い

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

応
用
生
命
科
学
部
の
動
物
科
学
科
は
、
昭
和
22
年

に
畜
産
学
科
と
し
て
創
設
さ
れ
て
以
来
70
年
、
食
品

科
学
科
は
昭
和
42
年
に
畜
産
食
品
工
学
科
と
し
て
創

設
さ
れ
て
以
来
50
年
の
時
を
経
て
、
両
学
科
が
合
同

で
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
準
備

の
都
合
に
よ
り
次
年
度
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
同

窓
会
会
則
改
正
は
、
会
則
改
正
委
員
会
で
検
討
し
た

最
終
案
を
次
年
度
代
議
員
会
に
上
程
し
、
承
認
を
得

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

母
校
大
学
祭
は
、
本
年
度
か
ら
日
本
医
科
大
学
医

学
部
基
礎
医
学
過
程
と
合
同
の
開
催
と
な
り
、
名
称

も
「
日
獣
祭
」
を
「
医
獣
祭
」
と
変
更
し
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

連
携
動
物
病
院
の
募
集
は
、
過
去
の
臨
床
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
対
し
て
、
開
業
の
方
々
が
馴
染
め
な

い
こ
と
も
あ
る
た
め
か
、
登
録
者
は
伸
び
悩
ん
で
い

ま
す
が
、理
解
を
求
め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

実
施
事
業

1　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
代
議
員
会

　
　

平
成
27
年
7
月
23
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り

　
　

母
校
Ｅ
棟
1
階
第
１
１
１
講
義
室
に
於
い
て

　
　

 

出
席
者　

来
賓
2
名
、
顧
問
1
名
、
理
事
25
名
、

監
事
2
名
、
代
議
員
53
名
、
支
部
代
表
11
名

2　

常
務
理
事
・
理
事
会
議
及
び
監
査

　
　

⑴
平
成
28
年
度
理
事
・
監
事
会

　
　

⑵
常
務
委
員
会

　
　

⑶
業
務
・
会
計
監
査

　
　

⑷
同
窓
会
会
則
改
正
委
員
会

　
　

⑸
会
報
編
集
会
議

　
　

⑹
同
窓
会
事
務
室
・
会
議
室
移
転
準
備
会
議

　
　

⑺
学
校
法
人
理
事
長
訪
問

　
　

⑻
護
国
寺
定
例
訪
問

3　

会
報
発
行

　
　

会
報
49
号
発
行　

１
０
、
５
３
１
名
へ
発
送

　
　

会
報
50
号
発
行　

１
０
、
３
４
８
名
へ
発
送

4　

主
な
行
事
へ
の
参
加

　
　

⑴
母
校
入
学
式

　
　

⑵
大
学
祭
期
間
に
同
窓
会
ブ
ー
ス
開
設

　
　

⑶
母
校
教
員
と
の
懇
親
会

　
　

⑷
母
校
学
位
記
授
与
式

　
　

⑸
支
部
会
・
連
合
会
へ
の
派
遣
（
別
表
参
照
）
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5　

そ
の
他

　
　

⑴
梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
に
副
賞
を
贈
呈

　
　
　

 
獣
医
学
科
臨
床
獣
医
学
部
門　

藤
原
亜
紀
講

師

　
　
　

 

獣
医
保
健
看
護
学
科
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床

部
門　

森
昭
博
講
師

　
　

⑵
平
成
28
年
度
退
職
者
へ
記
念
品
贈
呈

　
　
　

西
村　

敏
英
教
授
（
食
品
機
能
科
学
）

　
　
　

古
山　

泰
二
課
長
（
大
学
院
課
）

　
　
　

清
水　

和
弘
課
長
（
施
設
管
理
課
）

　
　
　

亥
飼　

礼
子
さ
ん
（
教
務
・
学
生
課
）

　
　

⑶
熊
本
県
支
部
へ
の
災
害
支
援

　
　

⑷
獣
医
生
命
科
学
学
会
へ
支
援

　
　

⑸ 

日
本
獣
医
師
会
獣
医
学
術
学
会
年
次
大
会

（
石
川
支
部
）
へ
支
援

　
　

⑹
畜
友
会
へ
支
援

6　

準
会
員
へ
の
支
援

　
　

⑴ 

入
学
祝
い　

３
８
７
名
へ
記
念
品
贈
呈　

ス

ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
セ
ッ
ト
、
同
窓
会
誌

　
　

⑵ 

卒
業
記
念　

３
７
７
名
へ
記
念
品
贈
呈　

名

前
入
り
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
　

⑶ 

同
窓
会
会
長
賞
（
各
学
科
卒
業
生
1
名
に
賞

状
と
記
念
品
贈
呈
）

　
　
　

獣
医
学
科　

赤
羽
根
僚
太

　
　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科　

梅
津
萌
子

　
　
　

食
品
科
学
科　

大
木
真
実

　
　
　

動
物
科
学
科　

沼
田
歩
美

　
　

⑷
大
学
祭
（
医
獣
祭
）
へ
支
援

　
　

⑸
就
職
支
援
活
動

第
1
号
議
案
へ
の
質
疑
は
な
く
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

第
2
号
議
案
平
成
28
年
度
収
支
決
算

議
長　

第
2
号
議
案
は
寺
田
経
理
担
当
理
事
よ
り
説

明
を
願
う

平
成
28
年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書
（
別
表
参
照
）

平
成
28
年
度
特
別
会
計
収
支
決
算
書
（
別
表
参
照
）

正
味
財
産
増
減
計
算
書

貸
借
対
照
表
総
括
表

財
産
目
録
（
別
表
参
照
）

財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記

会
費
納
入
状
況
（
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
）

平
成
28
年
度
連
携
病
院
収
支
計
算
書
（
別
表
参
照
）

監
査
報
告
（
別
表
参
照
）
が
監
事
よ
り
報
告
。

第
2
号
議
案
へ
の
質
疑
は
な
く
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

考
慮
に
い
れ
た
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

同
窓
会
と
共
催
予
定
の
、
応
用
生
命
科
学
部
動
物

科
学
科
の
創
設
70
年
と
、
食
品
科
学
科
の
創
設
50
年

の
記
念
事
業
は
、
本
年
11
月
11
日
に
母
校
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
会
報
51
号

で
も
案
内
致
し
ま
す
が
、
両
学
科
会
員
に
記
念
事
業

委
員
会
か
ら
詳
細
な
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

新
会
則
で
は
、
他
大
学
出
身
教
職
員
を
特
別
会
員

と
し
、
同
窓
会
へ
の
参
加
を
条
文
に
謳
い
、
教
職
員

と
同
窓
会
と
の
親
睦
を
今
ま
で
以
上
に
図
り
ま
す
。

実
施
事
業
予
定

1　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
代
議
員
会

　
　

 

平
成
29
年
7
月
29
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り　

母
校
Ｅ
棟
１
１
１
講
義
室
に
於
い
て

2　

平
成
29
年
度
理
事
・
監
事
会

　
　

 

平
成
29
年
7
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り　

母
校
Ｅ
棟
会
議
室
に
於
い
て

3　

役
員
会
お
よ
び
各
種
委
員
会
の
開
催

4　

各
種
行
事
へ
の
参
加

5　

支
部
会
強
化
活
動

　
　

⑴
支
部
総
会
へ
の
役
員
派
遣

　
　

⑵
そ
の
他

6　

同
窓
会
会
報
発
行　

会
報
51
号
、
52
号
の
発
行

7　

連
携
動
物
病
院
の
広
報
及
び
申
請
受
付

8　

母
校
へ
の
支
援

　
　

⑴
梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
へ
の
協
賛

　
　

 

⑵
母
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
寄
付

活
動

　
　

⑶
獣
医
生
命
科
学
学
会
へ
の
支
援

9　

 

動
物
科
学
科
、
食
品
科
学
科
両
学
科
の
創
立
記

念
事
業
へ
の
協
賛

10　

準
会
員
（
学
生
）
へ
の
事
業

　
　

⑴
入
学
祝
い

　
　

⑵
卒
業
祝
い

　
　

⑶
同
窓
会
会
長
賞
の
表
彰
・
記
念
品
の
贈
呈

　
　

⑷
大
学
祭
（
医
獣
祭
）
へ
の
支
援

　
　

⑸
就
職
活
動
支
援

　
　

⑹
奨
学
生
候
補
者
の
選
考

11　

平
成
29
年
度
退
職
者
へ
記
念
品
贈
呈

12　

 

日
本
獣
医
師
会
獣
医
学
術
学
会
年
次
大
会
（
大

分
県
支
部
）
へ
支
援

13　

そ
の
他

第
3
号
議
案
へ
の
質
疑
は
な
く
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

第
3
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
計
画

議
長　

第
3
号
議
案
は
荻
野
総
務
担
当
理
事
よ
り
説

明
を
願
う

　

29
年
度
は
、
同
窓
会
会
則
改
正
の
承
認
事
項
が
一

大
事
業
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
会
則
改
正
の
承
認
が

得
ら
れ
れ
ば
、
平
成
30
年
度
よ
り
新
会
則
に
よ
っ
て

業
務
遂
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
移
行
措
置
も

平成28年度支部会・連合会派遣一覧

日　　付 支 部 名 派 遣 者

4月24日（日） 三重 中條会長

6月19日（日） 千葉 池本学長

6月25日（土） 東京多摩 荻野理事

7月 5日（火） 山梨 新井教授

7月10日（日） 福島 中條会長

7月30日（土） 大阪 中條会長

7月31日（日） 宮城 中條会長

8月27日（土） 九州連合 河上教授

9月 3日（土） 茨城 中條会長

9月10日（土） 新潟 小山教授

9月10日（土） 四国連合 中條会長

10月 9 日（日） 静岡 太田教授

10月16日（日） 岐阜 小澤教授

10月16日（日） 広島 中條会長

10月23日（日） 群馬 中條会長

11月26日（土） 熊本 中條会長

11月26日（土） 栃木 左向教授

12月 3 日（土） 長野 中條会長

12月 4 日（日） 佐賀 清水理事

3月11日（土） 京都 中條会長
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第 2号議案　平成28年度収支決算
平成28年度一般会計収支計算書

平成28年 4 月 1 日から平成29年 3 月31日まで
収入の部 （単位：円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

1 同窓会費収入 7,050,000 5,526,000 1,524,000 本年度1,589口、H27年度239口、H26年度14口

2 �入 会 金 収 入 19,350,000 19,350,000 0 50,000円ｘ387名

3 �諸 収 入 42,106,193 42,143,258 △� 37,065

受 取 利 息 17,630 4,695 12,935 普通預金利息173円、特別会計利息10,959円

寄 付 金 40,000 100,000 △� 60,000 代議員会来賓寄附 2件

同窓会館積立
金取崩 42,038,563 42,038,563 0

雑 収 入 10,000 0 10,000

当期収入合計(A) 68,506,193 67,019,258 1,486,935

前 期 繰 越 金 4,140,533 4,140,533 0

収 入 合 計 (B) 72,646,726 71,159,791 1,486,935

支出の部
科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

1 �事 業 費 46,350,000 39,481,644 6,868,356

会 報 発 行 費 3,000,000 3,896,206 △� 896,206 印刷会報49・50号243万円、記念誌増刷79万円、発送66万円

事 業 推 進 費 1,000,000 279,780 720,220 畜友会25万、日獣祭ブース開設2.9万円

支 部 助 成 費 800,000 669,800 130,200 支部1566口46.9万円、獣医師会石川・年次大会20万円

学生会員援助費 3,800,000 3,184,918 615,082
入学祝品93万円、会長賞6.6万
円、卒業祝品148万円、医獣祭
70万円

学 術 振 興 費 1,000,000 600,000 400,000 獣医生命科学会30万円、梅野信吉賞30万円
就 職 対 策 費 200,000 0 200,000
渉 外 費 300,000 142,600 157,400 母校教職員との交流

慶 弔 費 250,000 408,340 △� 158,340
H27年・H28年教職員祝品16万
円、学長記念講演10万円、弔事
3件4.7万円、護国寺 5万円等

動 物・ 食 品
創立50周年記念 3,000,000 0 3,000,000

熊 本・ 大 分
災 害 支 援 金 3,000,000 300,000 2,700,000 熊本災害支援30万円

創 立130周 年
関 連 事 業 費 30,000,000 30,000,000 0 創立130周年記念寄付

2 �会 議 費 4,000,000 3,179,844 808,801
代議員会議費 3,300,000 2,620,100 668,545 代議員86名分旅費等
役 員 会 議 費 700,000 559,744 140,256 役員旅費等
3 �事 務 費 13,200,000 10,236,270 2,963,730

事 務 手 当 3,000,000 2,484,962 515,038 事務手当、アルバイト料、通勤費等
旅 費 1,200,000 858,980 341,020 支部派遣
印 刷 費 200,000 147,033 52,967 封筒、コピ－代、振替用紙等
通 信 費 200,000 197,068 2,932 郵便料、電話代等
振 替・ 振 込
手 数 料 費 100,000 70,596 29,404 郵便振替、銀行振込

器 具 備 品 費 600,000 424,836 175,164 パソコン 2台等
ホームページ
管 理 運 営 費 700,000 118,800 581,200 ホームページ管理料等

同 窓 会 室
移転・改装費 7,000,000 5,784,108 1,215,892

耐震シェルタ－設置工事255万
円、ロッカー組立15万、耐震シェ
ルタ－基礎工事125万円、テー
ブル組立11万、テーブル/椅子
92万円、ロッカ－・ソファ－等
52万円

消 耗 品 費 100,000 124,340 △� 24,340 事務用品類等
雑 費 100,000 25,547 74,453 残高証明、お茶等
4 �特別会計繰入金 8,711,128 8,829,815 △� 118,687
名簿発行引当金 2,500,000 2,500,000 0
記 念 事 業
特別積立引当金 6,000,000 6,000,000 0

奨学基金引当金 10,000 10,000 0
減価償却引当金 201,128 319,815 △� 118,687
5 �予 備 費 385,598 0 385,598
当期支出合計(C) 72,646,726 61,727,573 10,919,153
当期収支差額(A)-(C) △� 4,140,533 5,291,685 △� 9,432,218
次期繰越収支差額
(B)-(C) 0 9,432,218 △� 9,432,218

平成28年度特別会計収支計算書
平成28年 4 月 1 日～平成29年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要
1．繰入金収入 8,711,128 8,829,815 △� 118,687
2 ．雑　収　入 8,380 4,604 3,776 利息は一般会計へ
当期収入合計（A） 8,719,508 8,834,419 △� 114,911
前期繰越額　 104,038,907 107,432,232 △� 3,393,325
収入合計（B） 112,758,415 116,228,651 △� 3,470,236

（積立金別の収入明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行 記念事業 奨学基金 減価償却
1．繰入金収入 2,500,000 6,000,000 10,000 319,815
2 ．雑　収　入 22 4,522 60 0
当期収入合計（A） 2,500,022 6,004,522 10,060 319,815
前期繰越額 2,510,000 92,484,638 7,118,956 5,318,638
収入合計（B） 5,010,022 98,489,160 7,129,016 5,638,453

（支出の部） （単位：円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要
1．繰入金取崩 42,038,563 42,038,563 0
2 ．その他支出 8,380 4,604 3,776
当期支出合計（C） 42,046,943 42,043,167 3,776
当期収支差額
(A)-(C) △� 33,327,435 △� 33,208,748 △� 118,687

次期繰越収支差額
(B)-(C) 70,711,472 74,185,484 △� 3,474,012

（積立金別の支出明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行 記念事業 奨学基金 減価償却
1．繰入金取崩 0 42,038,563 0 0
2 ．その他支出 22 4,522 60 0
当期支出合計（C） 22 42,043,085 60 0
当期収支差額
(A)-(C) 2,500,000 △� 36,038,563 10,000 319,815

次期繰越収支差額
(B)-(C) 5,010,000 56,446,075 7,128,956 5,638,453

財　産　目　録
平成29年 3 月31日

（単位：円）

科　　　　　目 金　　　　　額
Ⅰ．　資産の部
　 1．流動資産
　　（ 1）現　　　　　金 50,000
　　（ 2）普通預金 22,539,387
　　　①三菱東京UFJ銀行 4,400,431
　　　②三菱東京UFJ銀行 5,010,000
　　　③三菱東京UFJ銀行 7,128,956
　　　④三菱東京UFJ銀行 6,000,000
　　（ 3）定　期　預　金 50,446,075
　　　①三菱東京UFJ銀行 50,446,075
　　（ 4）郵　便　振　替 7,444,377
　　（ 5）未 収 金 0
　　　　　流動資産合計 80,479,839
　 2 ．固定資産
　　（ 1）土地建物 0
　　（ 2）その他の固定資産
　　　　（什器備品及びパソコンなど） 4,915,620

　　　　　固�定�資�産�合�計 4,915,620
　　　　　　資�　産�　合�　計 85,395,459

Ⅱ．負債の部
　 1．流動負債
　　（ 1）未払金 0
　　（ 2）前受金 0
　　　　　流動資産合計 0
　 2．固定負債
　　（ 1）名簿発行引当金 5,010,000
　　（ 2）記念事業特別積立引当金 56,446,075
　　（ 3）奨学基金引当金 7,128,956
　　（ 4）減価償却引当金 5,638,453
　　　　　固�定�資�産�合�計 74,223,484
　　　　　　負�　債�　合�　計 74,223,484
　　　　　　正�　味�　財�　産 11,171,975
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平成28年度連携病院収支計算書
平成28年 4 月 1 日～平成29年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）
科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

本年度納入金 15,000 0 15,000 3,000円ｘ 5名
利 息 0 0 0
雑 収 入
合 計 15,000 0 15,000

（支出の部） （単位：円）
科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

　事務費　 0 0 0
　　事務手当　
　　通信費
　　雑費
　事業費 0 0 0
　　広報費
　予備費 0 0 0
　合　　　計 0 0 0
差引繰越予定 15,000 0 15,000

第
4
号
議
案　

平
成
29
年
度
収
支
予
算

議
長　

第
4
号
議
案
は
寺
田
経
理
担
当
理
事
よ
り
説

明
を
願
う

平
成
29
年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書
（
別
表
参
照
）

平
成
29
年
度
特
別
会
計
収
支
計
算
書
（
別
表
参
照
）

平
成
29
年
度
連
携
病
院
収
支
計
算
書
（
別
表
参
照
）

第
4
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
後
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

第
5
号
議
案　

同
窓
会
会
則
及
び
関
連
規
程

第
5
号
議
案
は
前
も
っ
て
資
料
を
配
布
し
て
、精
読
を

お
願
い
し
て
い
た
の
で
追
加
説
明
と
質
疑
に
入
っ
た
。

中
條
会
長
か
ら
、
会
則
改
正
は
会
則
改
正
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
立
案
し
た
。
神
奈
川
県
支
部
の
金
原
氏

（
獣
医
22
期
）
を
委
員
会
へ
迎
え
、
今
日
提
示
し
た

会
則
を
上
程
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
5
号
議
案
に
つ
い
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、一
部
修

正
さ
れ
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。（
次
頁
に
掲
載
）

閉
会

議
長
団
が
解
散
し
、
吉
田
事
務
局
長
の
閉
会
宣
言
に

よ
り
閉
会
し
た
。

　

平
成
29
年
度
代
議
員
会
終
了
後
、
母
校
〝
む
ら
さ

き
〟
に
て
参
加
者
が
一
同
に
会
し
て
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
久
し
ぶ
り
の
出
会
い
、
同
窓
会
へ
の
期
待

な
ど
へ
の
話
が
弾
み
、
短
い
時
間
で
し
た
が
和
や
か

な
中
終
了
し
ま
し
た
。

代
議
員
会
終
了
後
懇
親
会
を
開
催

「日本医科大学広報」を同窓会員へ配布
　学校法人「日本医科大学広報」は、従来大学関係者に配布
されていました。この度、法人坂本理事長より、同窓生へも
法人の情報提供の依頼がありました。そこで、本会報52号に
「日本医科大学広報」を同封致しました。
　内容は、法人ニュース、予算・決算、学事、表彰、受賞、
病院ニュース、規定、国外留学、訃報、会議、お知らせ、福利・
厚生など掲載され、法人の情報伝達の役割を担うものです。
　同窓生のご協力とご理解を頂きますようお願い申し上げま
す。
　日本医科大学広報は、法人広報課の原田恭子主任と大澤俊
氏が担当されます。
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第 4号議案　平成29年度収支予算
平成29年度一般会計収支計算書

平成29年 4 月 1 日から平成30年 3 月31日まで
収入の部 （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要

1 �同窓会費収入 6,750,000 7,050,000 △� 300,000 本年度2,000口,　過年度250口

2 �入会金　収入 20,850,000 19,350,000 1,500,000 50,000円x417名

3 �諸 収 入 20,054,695 42,106,193 △� 22,051,498

受 取 利 息 4,695 17,630 △� 12,935

寄 付 金 40,000 40,000 0

同窓会館積立金取崩 20,000,000 42,038,563 △� 22,038,563

雑 収 入 10,000 10,000 0

当期収入合計(A) 47,654,695 68,506,193 △� 20,851,498

前期繰越金 9,432,218 4,140,533 5,291,685

収入合計(B) 57,086,913 72,646,726 △� 15,559,813

支出の部
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要

1 �事 業 費 34,350,000 46,350,000 △� 12,000,000

会 報 発 行 費 3,500,000 3,000,000 500,000 会報印刷、同窓会ニュ－ス、発送等

事 業 推 進 費 1,000,000 1,000,000 0 各学科への援助

支 部 助 成 費 800,000 800,000 0 45支部分

学生会員援助費 3,800,000 3,800,000 0
入学祝品150万円、卒業祝品150
万円、医獣祭70万円、会長賞10
万円

同窓会会則発行費 1,000,000 0 1,000,000 印刷、発送等

学 術 振 興 費 1,000,000 1,000,000 0 獣医生命科学会30万円、梅野賞30万円、博物館支援等

就 職 対 策 費 200,000 200,000 0 学生会員就職対策

渉 外 費 250,000 300,000 △� 50,000 法人・母校等との折衝費

慶 弔 費 300,000 250,000 50,000 本学教職員祝品、弔事、護国寺等
動 物・ 食 品
創立記念事業 2,500,000 3,000,000 △� 500,000 動物：S22年（1947）、食品：S42年（1967）
熊 本・ 大 分
災 害 支 援 金 0 3,000,000 △� 3,000,000 熊本、大分等

創 立140周 年
関 連 事 業 費 20,000,000 30,000,000 △� 10,000,000 大学への寄付20,000,000円

2 �会 議 費 3,700,000 4,000,000 △� 300,000

代議員会議費 3,000,000 3,300,000 △� 300,000 代議員旅費等

役 員 会 議 費 700,000 700,000 0 役員旅費等

3 �事 務 費 8,300,000 13,200,000 △� 4,900,000

事 務 手 当 3,000,000 3,000,000 0 事務手当、アルバイト料、通勤費等

旅 費 1,000,000 1,200,000 △� 200,000 支部派遣

印 刷 費 200,000 200,000 0 封筒、コピ－代、振替用紙等

通 信 費 200,000 200,000 0 郵便料、電話代等

振 替・ 振 込
手 数 料 費 100,000 100,000 0 郵便振替、銀行振込等

器 具 備 品 費 100,000 600,000 △� 500,000 事務機器等

ホームページ
管 理 運 営 費 200,000 700,000 △� 500,000 ホ－ムペ－ジ管理料等

同窓会室改修費 3,250,000 7,000,000 △� 3,750,000 電気・水道・塗装・サッシ・大工工事等

消 耗 品 費 150,000 100,000 50,000 事務用品類等

雑 費 100,000 100,000 0 残高証明等

4 �特別会計繰入金 9,829,815 8,711,128 1,118,687

名簿発行引当金 2,500,000 2,500,000 0

記 念 事 業
特別積立引当金 7,000,000 6,000,000 1,000,000

奨学基金引当金 10,000 10,000 0

減価償却引当金 319,815 201,128 118,687

5 �予 備 費 907,098 385,598 521,500

当期支出合計(C) 57,086,913 72,646,726 △� 15,559,813

当期収支差額
(A)-(C) △� 9,432,218 △� 4,140,533 △� 5,291,685

次期繰越収支差額
(B)-(C) 0 0 0

平成29年度特別会計収支計算書
平成29年 4 月 1 日から平成30年 3 月31日まで

（収入の部） （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要

1．繰入金収入 9,829,815 8,711,128 1,118,687

2 ．雑収入 5,771 8,380 △� 2,609

当期収入合計（A） 9,835,586 8,719,508 1,116,078

前期繰越額　 74,223,484 104,038,907 △� 29,815,423

収入合計（B） 84,059,070 112,758,415 △� 28,699,345

（積立金別の収入明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行 記念事業特別積立 奨学基金 減価償却

1．繰入金収入 2,500,000 7,000,000 10,000 319,815

2 ．雑収入 50 5,650 71 0

当期収入合計（A） 2,500,050 7,005,650 10,071 319,815

前期繰越額 5,010,000 56,446,075 7,128,956 5,638,453

収入合計（B） 7,510,050 63,451,725 7,139,027 5,958,268

（支出の部） （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要

1．繰入金取崩 20,000,000 42,038,563 △� 22,038,563

2 ．その他支出 5,771 8,380 △� 2,609

当期支出合計（C） 20,005,771 42,046,943 △� 22,041,172

当期収支差額
(A)-(C) △� 10,170,185 △� 33,327,435 23,157,250

次期繰越収支差額
(B)-(C) 64,053,299 70,711,472 △6,658,173

（積立金別の支出明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行 記念事業特別積立 奨学基金 減価償却

1．繰入金取崩 0 20,000,000 0 0

2 ．その他支出 50 5,650 71 0

当期支出合計（C） 50 20,005,650 71 0

当期収支差額
(A)-(C) 2,500,000 △� 13,000,000 10,000 319,815

次期繰越収支差額
(B)-(C) 7,510,000 43,446,075 7,138,956 5,958,268

平成29年度連携病院収支計算書
平成29年 4 月 1 日～平成30年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

前年度繰越金 99,036 99,036 0

本年度納入金 9,000 0 9,000 3,000円x 3 名

利 息 0 0 0

雑 収 入 0 0 0

合 計 108,036 99,036 9,000

（支出の部） （単位：円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

　事務費　 0 0 0

　　事務手当　

　　通信費

　　雑費

　事業費 0 0 0

　　広報費

　予備費 0 0 0

　合　　　計 0 0 0
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第
１
章　

総　

則

（
名
称
）

第 

１
条　

こ
の
会
は
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同

窓
会
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第 

２
条　

こ
の
会
の
事
務
所
を
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
（
以
下
「
母
校
」
と
い
う
。）
内
に
置
く
。

（
目
的
）

第 

３
条　

こ
の
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

学
術
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
母
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第 

４
条　

こ
の
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

⑴　

支
部
活
動
へ
の
支
援
及
び
協
力
事
業

　

⑵ 　
学
会
、
研
究
発
表
会
、
研
修
会
及
び
講
演
会

等
へ
の
支
援
並
び
に
協
力
事
業

　

⑶ 　
会
報
、
会
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

の
広
報
活
動
事
業

　

⑷　

母
校
へ
の
支
援
及
び
協
力
事
業

　

⑸ 　
母
校
大
学
祭
等
催
物
へ
の
支
援
及
び
協
力
事

業

　

⑹　

会
員
名
簿
の
作
成
及
び
発
行
事
業

　

⑺ 　
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
事

業

第
２
章　

会　

員

（
会
員
の
資
格
）

第 

５
条　

こ
の
会
の
会
員
と
し
て
の
資
格
要
件
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴　

正
会
員

　
　

 

母
校
、
母
校
大
学
院
並
び
に
母
校
の
旧
名
称
で

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
則

あ
る
日
本
獣
医
畜
産
大
学
、
日
本
獣
医
畜
産
大

学
大
学
院
、
日
本
獣
医
畜
産
専
門
学
校
、
日
本

高
等
獣
医
学
校
、
私
立
日
本
獣
医
学
校
、
日
本

獣
医
学
校
及
び
第
二
種
研
究
生
の
卒
業
者

　

⑵　

学
生
会
員

　
　

母
校
の
在
学
生

　

⑶　

特
別
会
員

　
　

ア　

正
会
員
を
除
く
教
職
員

　
　

イ　

学
生
会
員
を
経
た
中
途
退
学
者

　
　

ウ　

研
修
獣
医
師
修
了
者

　
　

エ　

他
大
学
を
卒
業
し
た
母
校
大
学
院
生

　

⑷　

名
誉
会
員

　
　

 

会
員
の
う
ち
、
こ
の
会
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ

た
と
し
て
代
議
員
会
で
推
薦
さ
れ
、
決
議
さ
れ

た
者

（
入
会
の
届
出
）

第 

６
条　

入
会
の
届
出
は
、
母
校
の
入
学
手
続
き
を

も
っ
て
換
え
る
も
の
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
会
費
）

第 

７
条　

前
条
の
手
続
き
を
も
っ
て
入
会
し
た
学
生

は
、
代
議
員
会
に
お
い
て
別
に
定
め
る
入
会
金
を

入
学
時
に
納
め
る
も
の
と
す
る
。

２ 　
正
会
員
は
、
代
議
員
会
に
お
い
て
別
に
定
め
る

会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

（
除
名
）

第 

８
条　

会
員
が
こ
の
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ

け
、
又
は
こ
の
会
則
第
３
条
に
定
め
る
目
的
に
反

す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
代
議
員
会
に
お
い
て

総
議
決
数
の
３
分
の
２
以
上
の
決
議
で
除
名
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
３
章　

組　

織

（
支
部
の
設
置
）

第 

９
条　

こ
の
会
に
代
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
支

部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　
支
部
の
設
置
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
代
議

員
会
に
お
い
て
別
に
定
め
る
。

３ 　
支
部
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
理
事

会
に
お
い
て
別
に
定
め
る
。

（
会
員
の
帰
属
）

第
10
条　

会
員
は
、い
ず
れ
か
の
支
部
に
帰
属
す
る
。

第
４
章　

代
議
員

（
選
出
）

第
11
条　

こ
の
会
に
代
議
員
を
置
く
。

２ 　
代
議
員
の
選
出
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
、
原
則
、

支
部
毎
に
行
う
。

３　

代
議
員
の
定
数
は
、別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
任
期
）

第 

12
条　

代
議
員
の
任
期
は
、
１
年
と
す
る
。
た
だ

し
、
再
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

２ 　
補
欠
と
し
て
選
出
さ
れ
た
代
議
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３ 　
代
議
員
は
、
辞
任
又
は
任
期
の
満
了
後
に
お
い

て
、
後
任
者
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
代
議
員
と
し
て

の
権
利
と
義
務
を
有
す
る
。

第
５
章　

代
議
員
会

（
構
成
）

第 

13
条　

代
議
員
会
は
、
す
べ
て
の
代
議
員
を
も
っ

て
構
成
し
、
こ
の
会
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

を
決
議
す
る
。

（
権
限
）

第 
14
条　

代
議
員
会
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
決
議

す
る
。

　

⑴　

会
則
の
変
更

　

⑵　

入
会
金
及
び
会
費
の
変
更

　

⑶　

理
事
及
び
監
事
の
選
任
又
は
解
任

　

⑷　

会
員
の
除
名

　

⑸　

こ
の
会
の
解
散
及
び
残
余
財
産
の
処
分

　

⑹ 　
理
事
会
に
お
い
て
代
議
員
会
に
付
議
さ
れ
た

事
項

　

⑺ 　
そ
の
他
代
議
員
会
で
決
議
す
る
も
の
と
し
て

会
則
又
は
規
程
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
事
項

（
開
催
）

第 

15
条　

代
議
員
会
は
、
毎
年
度 

7 

月
に
開
催
す

る
ほ
か
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
開
催
す
る
。

（
招
集
）

第 

16
条　

代
議
員
会
は
、
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
き

会
長
が
招
集
す
る
。

２ 　
代
議
員
の
総
議
決
権
の
３
分
の
２
以
上
の
議
決

権
を
有
す
る
代
議
員
又
は
監
事
全
員
か
ら
目
的
を

示
し
て
代
議
員
会
の
開
催
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
会
長
は
、
30 

日
以
内
に
こ
れ
を
招
集
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３ 　
代
議
員
会
を
招
集
す
る
と
き
は
、
開
催
日
時
、

場
所
、
目
的
及
び
議
案
を
記
載
し
た
書
面
で
開
催

日
の
15
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
議
長
）

第 

17
条　

代
議
員
会
の
議
長
は
、
そ
の
代
議
員
会
に

出
席
し
た
代
議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。

（
議
決
権
）

第 

18
条　

代
議
員
会
に
お
け
る
議
決
権
は
、
代
議
員

１
名
に
つ
き
１
個
と
す
る
。

（
決
議
）

第 

19
条　

代
議
員
会
の
決
議
は
、
総
代
議
員
数
の
議

決
権
の
半
数
以
上
の
代
議
員
が
出
席
し
、
出
席
し

た
当
該
代
議
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
。

２ 　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
決
議
は
、

総
代
議
員
数
の
議
決
権
の
３
分
の
２
以
上
の
決
議

を
も
っ
て
行
う
。

　

⑴　

会
則
の
変
更

　

⑵　

監
事
の
解
任

　

⑶　

会
員
の
除
名

　

⑷　

こ
の
会
の
解
散
及
び
残
余
財
産
の
処
分
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⑸ 　
そ
の
他
代
議
員
会
で
決
議
す
る
も
の
と
し
て

会
則
又
は
規
程
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
事
項

３ 　
代
議
員
は
、
代
理
人
に
よ
っ
て
そ
の
議
決
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
代

議
員
又
は
代
理
人
は
、
代
理
権
を
証
明
す
る
書
面

を
こ
の
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
議
事
録
）

第 

20
条　

代
議
員
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
事
録

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　
議
長
及
び
出
席
し
た
代
議
員
の
中
か
ら
議
長
が

指
名
し
た 

2 

名
は
、
前
項
の
議
事
録
に
署
名
又

は
記
名
押
印
す
る
。

第
６
章　

役　

員

（
設
置
）

第
21
条　

こ
の
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　

⑴　

会
長　
　
　

１
名

　

⑵　

副
会
長　
　

４
名
以
内

　

⑶　

常
務
理
事　

10
名
以
内

　

⑷　

理
事　
　
　

35
名
以
上
40
名
以
内

　

⑸　

監
事　
　
　

３
名
以
内

（
選
任
等
）

第 

22
条　

理
事
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
代
議
員
会
の

決
議
に
よ
り
選
任
す
る
。

２　

理
事
は
、代
議
員
を
兼
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３ 　
会
長
、
副
会
長
及
び
常
務
理
事
は
、
理
事
会
の

決
議
に
よ
り
選
定
す
る
。
た
だ
し
、
副
会
長
は
、

獣
医
学
科
、
動
物
科
学
科
、
食
品
科
学
科
及
び
獣

医
保
健
看
護
学
科
卒
業
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

名
を
選
定
す
る
。

４　

監
事
は
、代
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
選
任
す
る
。

５ 　
監
事
に
は
、
こ
の
会
の
理
事
、
代
議
員
及
び
事

務
局
職
員
が
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
理
事
の
職
務
及
び
権
限
）

第 

23
条　

会
長
は
、
こ
の
会
を
代
表
し
、
会
務
を
執

行
す
る
。

２ 　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
務
を
分
担
執

行
す
る
。
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
予
め
会
長

が
定
め
た
順
位
に
よ
り
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

３　

常
務
理
事
は
、
会
務
を
分
担
執
行
す
る
。

４ 　
理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務
の
執
行
に

関
す
る
議
事
を
決
議
す
る
。

（
監
事
の
職
務
及
び
権
限
）

第 

24
条　

監
事
は
、
こ
の
会
の
事
業
、
会
計
及
び
資

産
を
監
査
し
、
監
査
報
告
書
を
作
成
す
る
。

２　

監
事
は
、理
事
の
業
務
執
行
状
況
を
監
査
す
る
。

３ 　
監
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

４ 　
監
事
は
、
理
事
及
び
事
務
局
に
対
し
て
事
業
の

報
告
を
求
め
、
こ
の
会
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況

を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
任
期
）

第 

25
条　

役
員
の
任
期
は 

3 

年
と
す
る
。
た
だ
し
、

補
欠
と
し
て
選
任
又
は
選
定
さ
れ
た
役
員
の
任
期

は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２　

役
員
は
、
再
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

３ 　
役
員
は
、
辞
任
又
は
任
期
満
了
後
に
お
い
て
、

後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
そ
の
職
務
を
行
う

義
務
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
解
任
）

第 

26
条　

役
員
は
、
代
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
解
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
７
章　

理
事
会

（
構
成
）

第 

27
条　

理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事

及
び
す
べ
て
の
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
権
限
）

第
28
条　

理
事
会
は
、
次
の
職
務
を
行
う
。

　

⑴　

こ
の
会
の
業
務
執
行
の
決
定

　

⑵　

監
事
を
除
く
役
員
の
職
務
の
執
行
の
監
督

　

⑶ 　
会
長
、
副
会
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
並
び

に
解
職

（
招
集
）

第
29
条　

理
事
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２ 　
会
長
が
欠
け
た
と
き
又
は
会
長
に
事
故
が
あ
る

と
き
は
、
各
理
事
が
理
事
会
を
招
集
す
る
。

（
議　

長
）

第 

30
条　

理
事
会
の
議
長
は
、会
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。

（
決
議
）

第 

31
条　

理
事
会
の
決
議
は
、
理
事
の
過
半
数
が
出

席
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
が
決
議
す
る
。

（
議
事
録
）

第 

32
条　

理
事
会
の
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
議
長
及

び
出
席
し
た
監
事
が
署
名
又
は
記
名
押
印
す
る
。

（
顧
問
）

第
33
条　

こ
の
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　
顧
問
は
、
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が
委
嘱

す
る
。

３ 　
顧
問
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
じ
、
又
は
理
事
会

に
出
席
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
名
誉
会
長
）

第 

34
条　

こ
の
会
に
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。

２ 　
名
誉
会
長
は
、
こ
の
会
に
功
績
の
あ
っ
た
会
長

経
験
者
か
ら
推
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３ 　
名
誉
会
長
は
、
理
事
会
が
推
薦
し
、
代
議
員
会

に
お
い
て
報
告
す
る
。

４ 　
名
誉
会
長
は
、
会
長
の
要
請
に
応
じ
て
理
事
会

及
び
そ
の
他
の
会
議
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
８
章　

財
産
及
び
会
計

（
財
産
の
構
成
）

第 

35
条　

こ
の
会
の
財
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

　

⑴　

会
費

　

⑵　

入
会
金

　

⑶　

寄
付
金
品

　

⑷　

財
産
か
ら
生
じ
る
収
入

　

⑸　

そ
の
他
の
収
入

（
財
産
の
管
理
）

第 

36
条　

こ
の
会
の
財
産
の
管
理
に
関
し
、
必
要
な

事
項
は
、
理
事
会
に
お
い
て
別
に
定
め
る
。

（
拠
出
金
品
の
不
返
還
）

第 

37
条　

会
員
が
既
に
納
付
し
た
会
費
、入
会
金
及
び

そ
の
他
の
拠
出
金
品
は
、返
還
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
会
計
年
度
）

第 

38
条　

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日

に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
31
日
に
終
わ
る
。

第
９
章　

雑　

則

（
委
員
会
）

第 

39
条　

会
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
委
員
会
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

委
員
は
、
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
内
規
）

第 

40
条　

こ
の
会
の
事
務
執
行
に
つ
い
て
必
要
な
規

程
は
、
理
事
会
の
決
議
を
経
て
別
に
定
め
る
。

（
附
則
）

１ 　
こ
の
会
則
は
、
平
成
７
年
７
月
30
日
か
ら
施
行

し
、
役
員
及
び
代
議
員
の
改
選
は
同
年
度
よ
り
適

用
す
る
。

２ 　
平
成
５
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
こ
の
会
則

は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

３ 　
こ
の
会
則
は
、
平
成
18
年
７
月
29
日
か
ら
施
行

す
る
。

４ 　
こ
の
会
則
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
。
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動
物
科
学
科
70
周
年
・
食
品
科
学
科
50
周
年
記
念

式
典
が
、
11
月
11
日
（
土
）
に
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
1
時
よ
り
「
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
Ｅ
棟
１
１
１
講
義
室
で
、
そ
の
後

「
記
念
祝
賀
会
」
が
ア
リ
ー
ナ
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
動
物
科
学
科
は
昭
和
22
年
の
日
本
獣
医

畜
産
専
門
学
校
の
畜
産
科
設
置
か
ら
今
年
で
70
年
、

一
方
、
食
品
科
学
科
は
昭
和
42
年
畜
産
食
品
工
学
科

設
置
か
ら
50
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

そ
の
間
、
動
物
科
学
科
で
は
３
、
１
６
３
名
、

食
品
科
学
科
で
は
３
、
６
７
１
名
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
両
学
科
合
同
の

創
立
記
念
式
典
は
初
め
て
で
す
。
こ
の
会
の

開
催
は
、
動
物
科
学
科
お
よ
び
食
品
科
学
科

教
員
が
主
体
と
な
っ
た
実
行
委
員
会
な
ら
び

に
同
窓
会
と
の
共
催
と
な
り
ま
す
。当
日
は
、

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
坂
本
理
事
長
、
本

学
阿
久
澤
学
長
、
中
條
同
窓
会
長
な
ら
び
に

66
年
前
に
卒
業
さ
れ
た
大
先
輩
を
始
め
、
約

３
８
０
名
が
出
席
す
る
盛
大
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
両
学
科
4
名
の
卒
業
生
と
両

学
科
長
に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
お
願
い
し
、
勉
強
に
な

る
話
、懐
か
し
い
話
そ
し
て
両
学
科
の
未
来
像
な
ど
、

満
席
と
な
っ
た
聴
衆
の
多
く
の
皆
様
に
御
満
足
い
た

だ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

祝
賀
会
で
は
、
嬉
し
い
こ
と
に
予
想
よ
り
随
分
多

い
参
加
者
が
集
い
、
ア
リ
ー
ナ
全
体
が
す
ご
い
熱
気

と
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
本
学
・
愛
奏
会

の
演
奏
に
始
ま
り
、
理
事
長
と
学
長
の
御
挨
拶
な
ら

び
に
同
窓
会
長
と
小
磯（
畜
産
学
科
卒
業
）・
山
内（
畜

産
食
品
工
学
科
卒
業
）
両
同
窓
会
副
会

長
か
ら
の
御
祝
辞
を
頂
戴
し
た
の
ち
、

紺
野
元
学
長
の
乾
杯
の
御
発
声
で
幕
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
焼
き
た
て

の
ス
テ
ー
キ
や
美
味
し
い
チ
ー
ズ
な
ど

食
材
も
豊
富
で
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
一
本
締
め
で
終
了
と
な
り
ま

し
た
が
、
会
話
が
弾
み
時
間
が
早
く
感

じ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
当
日
の
写
真
を

編
集
し
て
記
念
誌
を
作
成
中
で
す
が
、

被
写
体
で
あ
る
参
加
者
の
皆
様
に
笑
顔

が
絶
え
な
か
っ
た
の
が
、何
よ
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
共
催
致
し
ま

し
た
同
窓
会
そ
し
て
ご
支
援
を
頂
い
た

大
学
、
父
母
会
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

動
物
科
学
科
70
周
年
・
食
品
科
学
科
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
て

記
念
式
典
実
行
委
員
長
　
天
尾
弘
実
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【獣医学専攻　博士課程】

氏名 学位授与年月日 所属研究室

Md.�T
えむでぃー　たいむーる　いすらむ

aimur�Islam 平成29年 9 月21日 獣医病理学

澤
さわむら

村　昌
まさき

樹 平成29年 9 月21日 獣医生化学

　

事
務
局
の
業
務
は
、
月
・
火
・
木
・
金
（
祝
祭
日

を
除
く
）
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
堀
内
奏

子
氏
が
対
応
い
た
し
ま
す
。
何
か
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
派
遣
社
員
規
制
な
ど
に
よ
る
影
響
で

す
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
本
会
報
一
面
記
載

の
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
等

に
て
お
願
い
し
ま
す
。
各
種
届
出
、
依
頼
等
は
発
信

人
が
確
認
で
き
る
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
よ
り
本
会
報
に
記
載
さ
れ
た
新
会
則
が

適
用
さ
れ
ま
す
。支
部
へ
直
接
に
影
響
が
あ
る
の
は
、

本
部
会
費
納
入
方
法
、
代
議
員
選
出
方
法
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
本
部
か
ら
も
必
要
に
応
じ
て
ご
案
内
し
ま

す
が
、
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
同
窓
会
会
則
と
支

部
に
関
連
す
る
規
程
を
一
月
中
に
事
務
局
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
等
に
よ
る
郵
便
番
号
、
住
所
表
示
が

変
更
に
な
っ
た
た
め
に
送
付
物
が
多
数
返
却
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
転
出
後
の
届
出
が
無
い
と
、
後
に

入
居
さ
れ
た
方
に
御
迷
惑
を
か
け
る
事
例
が
多
く
あ

り
ま
す
。
住
所
変
更
は
速
や
か
に
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
変
更
届
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

　

支
部
会
、
同
期
会
、
研
究
室
Ｏ
Ｂ
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ

同
窓
会
事
務
局
の
業
務
時
間
の
変
更

平
成
30
年
4
月
1
日
よ
り
同
窓
会
会
則
が
改
正
に
な
り
ま
す

住
所
変
更
は
速
や
か
に
届
出
を

会
報
へ
の
投
稿
の
お
願
い

Ｂ
会
等
の
開
催
報
告
（
２
０
０
～
７
０
０
字
）
と
写

真
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
を
添
付
し
て
メ
ー
ル
に
て
本
部
事

務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
到
着
順
、
初
投
稿
を

優
先
し
て
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
編
集
さ
せ
て
頂
く
場
合
が

あ
り
ま
す
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。

　

本
部
か
ら
支
部
会
へ
の
派
遣
は
原
則
一
名
で
、
人

選
は
依
頼
を
受
け
た
順
に
事
務
局
で
調
整
し
て
い
ま

す
。
派
遣
希
望
者
へ
の
支
部
か
ら
の
直
接
交
渉
は
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
、
旅
費
等
が
支
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

母
校
の
歴
史
（
目
黒
時
代
の
教
科
書
、
卒
業
証
書
、

獣
医
師
免
許
証
な
ど
）、
獣
医
学
、
畜
産
学
、
食
品

科
学
の
資
料
、
器
具
類
な
ど
に
関
連
し
た
物
を
お
持

ち
で
、
博
物
館
に
提
供
し
て
頂
け
る
方
の
ご
協
力
を

御
願
い
し
ま
す
。

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
納
入
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
本
会
報
に
「
振
込
取
扱

票
」
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
会
費
（
三
千
円
）

を
本
部
口
座
へ
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。
振
込
票
が
同

封
さ
れ
て
な
い
方
は
所
属
支
部
の
指
示
に
従
っ
て
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。振
込
票
に
は
お
忘
れ
な
く
住
所
・

氏
名
を
記
載
し
、
通
信
欄
に
卒
業
学
科
・
期
（
本
送

付
封
筒
の
住
所
ラ
ベ
ル
の
区
分
記
号
）
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
住
所
変
更
の
方
は
変
更
あ
り
に
○
印
を

お
願
い
し
ま
す
。

本
部
か
ら
支
部
総
会
へ
の
派
遣
依
頼
に
つ
い
て

母
校
展
示
館
へ
の
寄
贈
を
御
願
い
し
ま
す

同
窓
会
会
費
納
入
の
お
願
い

事
務
局
だ
よ
り

　

本
部
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
た
支
部
は
、
納
入
者

名
簿
を
事
務
局
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
氏
名
・
区
分

を
お
忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
窓
口
は
同
窓
会
本
部
事
務
局
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

　

国
会
議
員
、
市
長
村
長
、
市
議
会
等
へ
選
出
、
再

選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
受
賞
さ
れ
た
方
。
他
大
学
で

博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
方
。
逝
去
さ
れ
た
会
員
等
。

年
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
お
願
い

母
校
付
属
動
物
病
院
と
の
連
携
動
物
病
院
の
申
請

次
に
該
当
す
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
平
成
29
年
6
月
3
日
か
ら
平
成
29
年
11
月
15
日
ま
で
）

○
新
任
（
平
成
29
年
10
月
１
日
付
）

　

教　

授

　
　

戸
塚　
　

護
（
食
品
機
能
化
学
）

○
新
任
（
平
成
29
年
11
月
１
日
付
）

　

講　

師

　
　

大
塚　

裕
忠
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

○
昇
任
（
平
成
29
年
10
月
１
日
付
）

　

講　

師

　
　

吉
村　

久
志
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

○
退
職
（
平
成
29
年
７
月
31
日
付
）

　

助　

教
（
嘱
託
）

　
　

岡
田
ゆ
う
紀
（
獣
医
学
総
合
教
育
部
門
獣
医
学
教
育
推
進
室
）

○
退
職
（
平
成
29
年
９
月
30
日
付
）

　

講　

師

　
　

小
林　
　

淳
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

母
校
近
況

教
員
人
事

（
本
部
に
届
け
出
の
み
を
掲
載
）

○
叙
勲
者

平
成
29
年
度
秋
叙
勲

　

 

池
本　

卯
典
氏
（
獣
医
７
期
）
瑞
宝
中
綬
章
（
二
面

に
関
連
記
事
）

　

本
会
報
51
号
掲
載
の
、
杉
谷
篤
志
氏
の
旭
日
双
章

は
、
旭
日
双
光
章
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び

致
し
ま
す
。

○
町
長
選
出

平
成
29
年
７
月　

岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町
長

　

神
田　

謙
一
氏
（
獣
医
32
期
）

同
窓
会
関
係
情
報

学
位
取
得
者

大
学
院
課

庶
務
課

学位（博士）取得者一覧
（平成29年 5 月～平成29年 9 月）
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平
成
29
年
10
月
８
日
（
日
）
14
時
～
17
時
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
学
同
窓
会
様
の
ご
協

力
を
得
て
、「
学
内
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
会
」
と
い
う
就

職
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
始
ま
っ

て
以
来
の
企
画
で
か
ね
て
か
ら
の
目
標
が
実
現
で
き

た
も
の
で
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
有
村
セ
ン
タ
ー
長
、
同
窓
会
中
條
会
長
に
ご

挨
拶
を
お
願
い
し
こ
の
企
画
の
趣
旨
、
目
的
を
参
加

学
生
に
お
伝
え
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
は
、
獣
医
学
科
・
獣
医

保
健
看
護
学
科
・
動
物
科
学
科
・
食
品
科
学
科
4
学

科
よ
り
卒
業
後
5
年
程
の
若
い
社
会
人
を
学
内
に
お

越
し
頂
き
、
通
常
学
外
で
行
う
「
Ｏ
Ｂ
訪
問
」
を
学

内
で
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
就

職
先
は
な
る
べ
く
幅
広
く
学
生
の
志
向
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
４
学
科
か
ら
２
名
ず
つ
計
８
名
、
ま
た
特

別
講
演
の
た
め
卒
業
生
経
営
者
の
方
に
も
ご
出
席
頂

き
ま
し
た
。
中
に
は
、
獣
医
学
科
卒
で
警
察
科
学
捜

査
研
究
所
（
科
捜
研
）
に
お
勤
め
の
先
輩
の
お
話
し

を
お
聞
き
で
き
る
な
ど
、
と
て
も
興
味
深
い
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
会
場
は
時
間
を
忘
れ
て

盛
り
上
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
午
前
中
は
「
父
母
会
主
催
就
職
活
動
説
明

会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
午
後
も
引
き
続
き

残
ら
れ
た
ご
父
母
が
お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
る
姿
も
拝
見
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
御
出
席
し
て
頂
い
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に

は
連
休
の
合
間
の
日
曜
日
に
母
校
の
た
め
貴
重
な
お

時
間
を
ご
提
供
頂
き
、
参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
に
深
く
感

謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場
を
ご
提
供
頂

け
た
本
学
同
窓
会
に
は
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
頂
き
、
後
輩
た
ち
が
立
派
に
日
本
獣
医

生
命
科
学
大
学
を
卒
業
し
て
い
け
る
よ
う
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
試
験
の
今
後
の
日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。
出
願
期
日
の
間
近
な

試
験
日
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
教
務
・
学
生
課
入
試
係
〔
電
話
：
０
４
２
２
―
31
―
４
１
５
１
（
代
）〕

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
試
験
の
抜
粋
案
内

教
務
・
学
生
課

入試
種別 学部 学科 試験日 試験

会場 選抜方法等 Web出願期間

一
般
（
第
1
回
）

獣医学部

獣医学科
2月 5日（月）

※�1月13日（土）・1月14日
（日）のセンター試験を
必ず受験してください

本学
大阪
福岡

センター試験英語（筆記）必須
センター試験数学（数Ⅰ・A、数Ⅱ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）
物理（物理基礎・物理）から 1科目選択

1月 4日（木）～
1月12日（金）

獣医保健
看護学科

2月 6日（火）

本学
大阪
仙台
福岡

英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

1月 4日（木）～
1月24日（水）

応用生命
科学部

動物科学科
英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

食品科学科
英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 2科目選択

一
般
（
第
2
回
）

獣医学部

獣医学科

3月15日（木） 本学

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）
物理（物理基礎・物理）から 1科目選択

2月13日（火）～
3月 2日（金）

獣医保健
看護学科

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

応用生命
科学部

動物科学科
英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

食品科学科
英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 2科目選択

同
窓
会
協
賛
「
学
内
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
会
」
開
催
報
告

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長
　
清
水
謙
一
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事
務
部
庶
務
課

　

平
成
29
年
11
月
1
日
（
水
）
正
午
か
ら
、
第
一
校

舎
中
庭
の
「
仁
畜
之
碑
」
前
に
て
、
平
成
29
年
度
動

物
慰
霊
祭
が
、
無
宗
教
献
花
方
式
に
て
、
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。

平
成
29
年
度　

動
物
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
た

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成
29
年
10
月
11
日
（
水
）
武
蔵
野
市
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
、平
成
29
年
度
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
は
日
本
医
科
大
学
１
年
生
も
交
え
た
初
の
合

同
開
催
と
し
、
部
活
や
研
究
室
を
中
心
と
し
た
約
３

０
０
名
の
学
生
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
い
合
っ

た
。
恒
例
の
綱
引
き
や
障
害
物
競
争
、
玉
入
れ
等
、

体
育
祭
実
行
委
員
が
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
各
種
競
技

が
行
わ
れ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
リ
レ
ー
決
勝
で
は
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
歓
声
の
中
、
両
大
学

の
親
交
を
さ
ら
に
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成
29
年
11
月
3
日
（
金
）
～
11
月
5
日
（
日
）

に
本
学
に
お
い
て
、第
2
回
医
獣
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
第
2
回
医
獣
祭
を
開
催

　

参
列
者
全
員
に
よ
る
黙
祷
が
行
わ
れ
た
後
、
阿
久

澤
学
長
か
ら
、「
あ
ら
た
め
て
実
験
動
物
の
役
割
と

そ
の
貢
献
を
認
識
し
、
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
動
物

達
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
」
と
の
追
悼
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
学
生
を
代
表
し
て
佐
藤
菜
実
子
学
友
会

会
長
か
ら
、「
私
達
は
動
物
と
接
す
る
に
当
た
り
常

に
学
生
と
し
て
学
ぶ
目
的
を
明
確
に
持
ち
続
け
る
と

と
も
に
、真
摯
な
態
度
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

善
良
な
獣
医
師
・
動
物
看
護
師
・
生
命
科
学
者
と
し

て
育
つ
こ
と
で
動
物
の
慰
霊
と
報
恩
に
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
哀
悼
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
阿
久
澤
学
長
、
新
井
大
学
院
獣
医
生
命

科
学
研
究
科
長
、
河
上
獣
医
学
部
長
、
天
尾
応
用
生

命
科
学
部
長
、
藤
田
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
吉

村
牧
場
長
、
袴
田
生
命
科
学
共
同
研
究
施
設
長
、
横

須
賀
動
物
実
験
委
員
会
委
員
長
、
佐
藤
学
友
会
会
長

の
指
名
献
花
、
教
職
員
・
学
生
等
の
参
列
者
に
よ
る

献
花
が
行
わ
れ
、
教
育
・
研
究
の
た
め
に
犠
牲
と
な
っ

た
多
く
の
尊
い
動
物
達
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
日
本
医
科
大
学
と
の
合
同
開

催
と
し
、
テ
ー
マ
は
「
医
心
獣
心
～
細
胞
レ
ベ
ル
で

楽
し
ん
で
る
？
～
」。

　
「
医
心
獣
心
」
は
以
心
伝
心
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
と
日
本
医
科
大
学
と
が
心
と
心
で
通
じ
合
う

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
3
日
間
と
も
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
1
日
目

の
金
曜
日
（
祝
日
）
は
２
、
５
４
３
名
、
2
日
目
の

土
曜
日
は
２
、
６
０
４
名
、
3
日
目
の
日
曜
日
は
３
、

１
３
１
名
、
3
日
間
合
計
８
、
２
７
８
名
と
昨
年
を

５
９
６
名
上
回
る
来
場
者
と
な
っ
た
。

　

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
を
招
い
て
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、

音
楽
系
団
体
の
合
唱
や
演
奏
、
体
育
系
団
体
の
演
武

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
系
サ
ー
ク
ル
の
ス

テ
ー
ジ
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
展
示
発

表
、
毎
年
恒
例
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
、
日
本
医
科
大
学

企
画
の
救
急
救
命
体
験
等
、
非
常
に
盛
り
上
が
り
有

意
義
な
3
日
間
が
終
了
し
た
。
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新
年
の
ご
挨
拶

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

学
長　

阿
久
澤　

良　

造

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
自
然
環
境
面

で
は
、
大
雨
、
暴
風
、
季
節
外
れ
の
台
風
な
ど
異
常

気
象
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
各
地
に
甚
大
被
害
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
世
界
共
通
の
課
題
と
し
て
地
球
温
暖
化

対
策
が
急
が
れ
ま
す
。
政
治
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が

Ｅ
Ｕ
を
離
脱
、ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
就
任
、

テ
ロ
の
多
発
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
様
々
な
選
挙
結

果
な
ど
を
み
ま
す
と
世
界
の
動
向
は
保
護
主
義
的
な

自
国
主
義
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の

影
響
は
、
日
本
に
も
今
後
多
面
に
わ
た
り
、
出
て
く

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
経
済
面
に
お
い
て
は
、

安
倍
政
権
が
経
済
成
長
を
第
一
に
掲
げ
、
政
策
を
推

し
進
め
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、経
済
成
長
が
み
ら
れ
、

一
見
安
定
感
の
あ
る
経
済
環
境
が
整
っ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
全
体
を
見
渡
し
ま
す
と
、
い
び

つ
な
成
長
で
あ
り
、格
差
社
会
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
教
育
を
受
け
る
べ
き
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

も
大
き
く
見
逃
せ
な
い
実
態
で
す
。
科
学
技
術
の
面

で
は
、
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
の
分
野
が
画
期
的
な
進
歩
を

遂
げ
、
な
お
も
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
は
、
日
々
想
像
以
上
の
早
さ
で
押
し
寄
せ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
進
み
方
の
ス
ピ
ー
ド
に
ど
れ
ほ

ど
の
人
が
つ
い
て
い
け
て
い
る
の
か
と
不
思
議
に
思

う
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
７
年
の
大
学
で
の
主
な
取
り
組
み

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
各
学
部
学
科
と
も
に
、
三
つ

の
ポ
リ
シ
ー（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
）
を
見
直
し
、
そ
の
専
門
性
に
お
い
て

社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
質
の
高
い
教
育
へ
と
充

実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ

シ
ー
（
学
生
が
卒
業
す
る
と
き
に
最
低
限
必
要
と
す

る
能
力
）
と
の
関
係
性
を
意
識
し
た
積
み
上
げ
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
顕
在

化
し
て
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
法
人

日
本
医
科
大
学
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
し

た
取
り
組
み
に
お
い
て
、e-lerning

な
ど
学
習
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
、
学
生
の
能
動
的
学
習
へ
と
そ

の
教
育
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

研
究
に
お
い
て
は
、
質
の
高
い
研
究
と
外
部
か
ら

の
競
争
的
資
金
獲
得
は
と
も
に
あ
り
、
大
学
運
営
の

基
盤
と
し
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
先
ず
は
申
請
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
を
進

め
、
同
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
分
野
と
の
連

携
を
勧
め
る
な
ど
新
た
な
展
開
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
。
世
界
的
研
究
拠
点
と
な
る
べ
く
私
立
大
学
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
へ
も
申
請
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
部
科
学
省
研
究

費
助
成
に
お
い
て
は
、
採
択
件
数
、
金
額
と
も
に
増

加
さ
れ
て
お
り
、
益
々
活
発
な
研
究
基
盤
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
リ

ニ
ア
ッ
ク
（
放
射
線
治
療
装
置
）
の
更
新
が
叶
わ
ず
、

診
療
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

年
は
更
新
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
工
事
開
始
を
待
つ

ば
か
り
で
す
。
開
業
獣
医
師
と
大
学
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
し
た
医
療
活
動
の
活
性
化
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
生
活
は
、ま
だ
、老
朽
化
施
設
が
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
は
安
全
な
教
育
環
境
へ
の
改

善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。学
生
が
自
治
会
や
部
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
利
用
し
て
い
る
木
造
の
ボ
ー
リ
ー

ズ
館
と
称
し
て
い
る
建
物
の
利
用
を
停
止
し
、第
二

校
舎
に
移
動
し
ま
し
た
。ま
た
、長
い
間
、懸
案
と
な
っ

て
い
た
付
属
農
場
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
牛
舎（
実
習

施
設
）に
つ
い
て
は
建
て
替
え
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。学
生
は
、日
本
医
科
大
学
の
学
生
と
の
共

同
生
活
に
も
慣
れ
、医
獣
祭
を「
医
心
獣
心
」を
テ
ー

マ
に
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。体
育
祭
も
共

同
開
催
し
、心
を
1
つ
に
通
わ
せ
、心
の
奥
底
か
ら
楽

し
ん
で
お
り
、素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
は
、
応
用
生
命
科
学
部
の
動

物
科
学
科
は
創
立
70
周
年
、
食
品
科
学
科
は
50
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
こ
の
間
、
数
知
れ

ず
の
喜
び
、
苦
難
を
体
験
し
、
そ
れ
ら
を
全
て
糧
に

変
え
な
が
ら
歴
史
を
紡
ぎ
つ
つ
、
教
職
員
一
同
・
学

生
共
々
大
志
を
抱
き
、
懸
命
に
努
力
し
て
参
り
ま
し

た
。
結
果
、
両
学
科
共
に
社
会
に
お
け
る
認
識
も
周

知
と
な
り
、
培
っ
た
力
で
時
代
の
要
請
に
対
応
で
き

る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
多
く
の
卒
業
生
た

ち
が
、
社
会
で
活
躍
し
、
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ

と
は
、
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
社
会
の
要
請
に
応
じ
、
卓
越
し
た
研
究

教
育
研
究
を
推
進
し
、
多
く
の
人
材
を
社
会
に
輩
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
大
学
は
、「Road to 150th

」
と

し
て
歩
み
だ
し
た
一
歩
一
歩
を
確
認
し
つ
つ
、
目
標

に
向
け
前
進
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す

　

教
育
に
は
、
永
続
性
が
必
須
で
あ
り
、
常
に
未
来

に
向
け
て
の
目
標
を
明
確
に
し
、
今
、
す
べ
き
こ
と

を
積
み
上
げ
て
い
く
地
道
な
努
力
こ
そ
が
、
成
果
を

も
た
ら
す
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
本
学
は
、
歴
史
と

伝
統
に
相
応
し
い
実
力
を
備
え
た
大
学
で
あ
り
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
大
学
は
、
目
標
と
そ

の
方
向
性
を
明
確
に
共
有
す
る
た
め
に
、
５
年
毎
の

見
直
し
を
含
め
た
中
長
期
計
画
「
ニ
チ
ジ
ュ
ウ
ミ
ラ

イ
図
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
「Connect with the 

future

」
を
、「
動
物
と
人
を
つ
な
ぎ
、
都
市
と
地

方
を
つ
な
ぐ
、
獣
医
・
生
命
科
学
の
情
報
発
信
拠
点
」

と
な
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
教
育
、
研
究
、
学
生

支
援
、
管
理
運
営
、
社
会
貢
献
・
産
官
学
連
携
、
動

物
医
療
セ
ン
タ
ー
の
6
領
域
、
21
項
目
を
設
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
在
学
生
に
は
卒
業
ま
で
の

教
育
と
、
卒
業
生
に
は
卒
業
後
の
本
学
に
お
け
る
教

育
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
な

ど
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
事
案
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
取

り
組
む
姿
勢
は
、
新
た
な
発
想
を
生
み
出
す
原
動
力

と
な
り
、
意
識
の
高
い
個
人
が
多
く
な
れ
ば
、
組
織

は
強
く
な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
強
固
に
な
れ
ば
、
想
定
外
の
事
態
が
起
き

た
と
し
て
も
必
ず
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
尽
く
し
、
決
断

す
れ
ば
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、自
信
を
持
っ
て
、

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
大
学
環
境
の
も
と
本

年
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。


